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この講演の内容は, 荒谷督司氏, 高橋亮氏との共同研究に基づくものである.

この講演を通して, kを標数 0の代数閉体とし, Rを体 k上の完備な超曲面とする. 有限
生成R加群全体のなす圏をmod(R)と表わし, 極大Cohen-Macaulay R加群全体のなす充
満部分圏をCM(R), その安定圏をCM(R)と表わす.

Rが有限表現型であるとき, Rは剰余環 k[[x0, x1, x2, . . . , xd]]/(f),
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と同型である. このとき, CM(R)の全ての対象と射が完全に分類されている．すなわち,

CM(R)のAR-クイバーが与えられている ([1,3,4,5]を参照)．Rが可算無限表現型である
とき, Rは剰余環 k[[x0, x1, x2, . . . , xd]]/(f),

f =

{
x2

0 + x2
2 + · · ·+ x2

d (Ad
∞)

x2
0x1 + x2

2 + · · ·+ x2
d (Dd

∞)

と同型である. このとき, CM(R)の全ての対象は完全に分類されているが, 射については
全ては分類されていない ([1,2,4]を参照). この講演の目的はCM(R)の対象の間の関係を
調べることである.

極大イデアル以外の素イデアルで局所化したときに自由であるR加群全体のなすCM(R)

の充満部分圏を P(R)と表わす. 直既約な極大Cohen-Macaulay加群X で, X /∈ P(R)を
みたす加群の同型類全体のなす集合をM(R)とおく. さらにX の非自由軌跡を V(X)と
おく.



この講演の主結果は次の定理である.

定理 1 Rは可算無限表現型であるとする. pR = (x0, x2, . . . , xd), mR = (x0, x1, x2, . . . , xd)

とおく．このとき，次の条件をみたす極大Cohen-Macaulay加群XRが存在する．

(1) M(R) = {XR, ΩXR}

(2) V(XR) = V(ΩXR) = {pR, mR}

(3) 各M ∈ P(R)に対し，
0 → L → M ⊕Rn → N → 0

(L,N ∈ {XR, ΩXR}, n ∈ N0)をみたす完全列が存在する．
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